
科目名 卒業研究 担当教員 全教員

学年 情報工学科 5 年 学期 通年 履修条件 必修 単位数 12
分野 専門 授業形式 演習 科目番号 08I05_30310 単位区別 履修単位

指導教員の指導の下で，学生それぞれが特定のテーマについての知識や技術の習得および研究

学習目標 を行う。学生は情報工学に関連のある領域に関する調査や学習を行い，問題点を分析し，研究テ

ーマの設定を行う。さらに，問題解決のための手法を考案し，手法の有効性の検証や手法を実現

したシステムの開発を行う。また，年度途中では，中間発表として口頭発表を行い，年度末では，1
年間の研究成果を卒業論文としてまとめ，さらに口頭発表も行う。これらのプロセスを通して，

情報工学の先端的知識や技術を習得するとともに，実務や新しい問題に創造的に立ち向かう方法

や能力の養成を目的とする。

これまでの座学や実験で学習した知識を基盤として，自らの研究テーマを深く理解・追求し，

進め方 指導教員の指導の下で独創的な研究・開発を行う。年度途中では，複数のグル－プに分かれて，

各自の研究成果を教員と学生の前で口頭発表し，研究の進捗状況・改善点・年度末に向けての目

標を自覚する。年度末には，各自の研究成果を情報工学科の全教員とクラスの学生の前で口頭発

表するとともに，研究成果を卒業論文としてまとめる。

また，指導教員との定期的なミーティングや議論等を通じて研究を深めるとともに，日々の研

究状況を記録し，研究の進捗状況管理や各自の知識やアイデアの整理，指導教員とのコミュニケ

ーション等に利用する。

履修要件 特になし

学習項目（時間数） 学習到達目標

[平成 19 年度 卒業研究テ－マの一部]

國井研究室

USB そろばんの製品化 研究の背景や問題点の調査・整理・分析ができ

る。

野中研究室 C1:1, D3:1
記憶想起システムの実現 自ら問題解決のアイデアを考案し、評価できる。

E1:1-3, E3:1-4
松下研究室

漢字学習支援ソフトの作成 アイデアに基づき、問題を解決するための活動

を行える。

今城研究室 E5:1,2
文字認識を用いた

野球スコア集計ソフトの開発 指導教員や他の学生と，ミ－ティングや議論等

を通して，研究内容について議論できる。

河田進研究室 B1:1-3, B2:1,2
学習内容 寮事務における舎監連絡システム

研究の成果をドキュメントとして，文書にまと

宮武研究室 めることができる。

P2P 技術を用いた学習支援システムの開発 C3:1,2,4

鰆目研究室 研究の成果をプレゼンテ－ションできる。

SQL の学習と SQL 文実行ソフトの開発 C4:1-8

河田純研究室

Web アンケートシステムの開発

金澤研究室

地形自動生成プログラムの作成

高城研究室

SD カードを用いたガイドシステムの開発

川染研究室

OpenGL による３Ｄ塗り絵ソフトの作成

評価方法 情報工学科各教員が，担当学生それぞれの研究活動評価(研究の取り組み方，研究記録, 研究成

果等)60%，予稿・卒業論文 20%，口頭発表 20%(中間発表，卒業研究発表)で総合的に判断し，卒

業研究として適切であったかどうか評価する。学習到達目標の達成度は，研究活動評価，予稿・

卒業論文，口頭発表，全てで評価する。

関連科目 指導教員や研究テ－マごとに異なる。

教材 指導教員が個別に用意する。

備考


